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■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐 幹 東京都中央区）は、インターネットテクノロジーを核とした
あらゆる分野でクロスメディア事業を展開している株式会社インプレスR＆D
（代表取締役 井芹 昌信 東京都千代田区）が発行した調査資料「グリーン
半導体技術の最新動向と新ビジネス2011」を販売開始しました。

詳細ページ：https://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=543

■■ 資料概要 ■■

エネルギー資源の枯渇問題とともに、世界的に太陽光発電や風力発電などが注
目されています。これらの再生可能エネルギーの増加に伴い、安定した電力を
供給するために必要なのが「スマートグリッド」です。

スマートグリッド時代を迎え、電力を安定的に制御したり、さまざまな電力
ネットワークを制御するためには膨大な半導体、エレクトロニクス技術が使わ
れています。さらに、消費電力を減らすことが得意なのはエレクトロニクスで
あり、その中核をなすのも半導体なのです。このように半導体の側面から、
エネルギー削減効果が急速に注目されるようになってきています

本書は、第1弾『日米欧のスマートグリッド政策と標準化動向2010』、第2弾
『日米欧のスマートハウスと標準プロトコル2010』、第3弾『日米欧のスマート
メーターとAMI・HEMS最新動向2011』、第4弾『世界のスマートグリッド政策と
標準化動向2011』に続いて、「スマートグリッドシリーズ」第5弾として発刊
し、半導体を使ってグリーン化が進み、今後の推進可能な分野を、調査データ
と技術解説の両方から解説しています。

半導体産業を通してスマートグリッド関連ビジネスを推進している企業だけで
なく、新しい家電機器をはじめ、電気自動車やスマートハウス関連の新ビジネ
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スを推進する企業の、今後の戦略的な参考資料としての一冊となっています。
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株式会社クロス・マーケティングは、国内130万人超の大規模モニターを軸に、
生活者の「生」の声を主にインターネットを活用して収集するマーケティング
リサーチ会社です。
生活者の嗜好の多様化や、商品サイクルの短期化に対応するため、ネットリサ
ーチの優位性である「スピード」「コスト」に加え、「品質」を最大限に重視
したリサーチサービスを展開しています。
調査企画から設計、実査、集計・分析レポートまで、マーケティングリサーチ
に関するあらゆるサービスをトータルにサポートいたします。

■■ 本件に関するお問い合わせ先 ■■

株式会社クロス・マーケティング
担当部署：ライブラリビジネスグループ
Cross Shop 販売窓口担当
Tel：
Fax：
Mail：
Facebook：http://www.facebook.com/pages/Cross-Shop/164004066984033
twitter：http://twitter.com/cross_CS

■■ 東北地方太平洋沖地震につきまして ■■

このたびの大震災により被災された皆さま、そのご家族・ご関係者の方々に
対しまして、心よりお見舞い申し上げます。

弊社の対応につきましては、ホームページに記載させて頂いております。
株式会社クロス・マーケティングHP：http://www.cross-m.co.jp/

被災地の一日も早い復興と、被災された地域の皆さまの安全とご健康を心より
お祈り申し上げます。
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